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告
知
板

　

２
月
に
行

わ
れ
た
平
昌

五
輪
で
は
、

本
当
に
素
晴

ら
し
い
プ
レ

ー
に
感
動
の

連
続
で
し

た
。
我
が
家

で
も
日
本
選

手
の
活
躍
に

一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
選
手
た
ち
は
メ
ダ

ル
等
へ
の
重
圧
の
中
で
本
当

に
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

▼
報
道
の
中
で
、
ジ
ャ
ン
プ

女
子
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
高
梨
選
手
が
「
自
身
だ
け

が
目
立
つ
よ
う
な
写
真
撮
影

を
〝
拒
否
〟
す
る
」
と
い
う

記
事
が
目
に
留
ま
り
ま
し

た
。
高
梨
選
手
は
「
私
だ
け

の
メ
ダ
ル
じ
ゃ
な
い
し
、
み

ん
な
で
獲
っ
た
メ
ダ
ル
な
の

で
」
と
話
し
、
チ
ー
ム
４
人

で
肩
を
組
む
シ
ョ
ッ
ト
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
▼
労
働
組
合

の
活
動
も
同
じ
、
役
員
だ
け

の
頑
張
り
で
成
果
が
勝
ち
取

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
ひ
と
り
の
組
合
員

の
団
結
の
力
が
あ
っ
て
こ

そ
、
要
求
が
実
現
し
て
い
く

も
の
で
す
。
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
い
こ
う
。 �

（
Ｋ
）

天満でとどけ研修・学習会などにご利用ください
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▼春闘勝利へ怒りの労働者総行動
▶２・14春闘学習決起集会

組織拡大をめざし、自治労連は、２月24日～25
日に2018春の組織・共済拡大交流集会を開催

府下各地でさまざまな団体との懇談がすすみ、
北河内ではすべての自治体と懇談が行われた。

　

大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
と

大
阪
労
連
は
、
１
月
23
日
に

寒
風
を
つ
い
て
「
１
・
23
怒

り
の
労
働
者
総
行
動
」
を
行

い
府
下
各
地
で
「
大
企
業
は

社
会
的
責
任
を
果
た
せ
」

「
労
働
法
制
改
悪
反
対
」
な

ど
駅
頭
宣
伝
な
ど
様
々
な
行

動
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
阪
市
内
の
行
動
で
は
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
早
朝
宣
伝

を
は
じ
め
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

隊
や
宣
伝
カ
ー
は
オ
フ
ィ
ス

街
や
商
店
街
で
、
春
闘
勝
利

・
安
倍
政
権
と
維
新
の
強
権

政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
デ
モ
行
進
で

は
、
関
西
電
力
本
社
前
で
の

「
原
発
再
稼
働
反
対
！
」
の

力
強
い
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

と
と
も
に
、
に
ぎ
や
か
に

「
見
え
る
・
聞
こ
え
る
春

闘
」
を
沿
道
の
人
々
に
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。
同
時
に
行

わ
れ
た
、
経
済
団
体
や
業
界

団
体
、
民
主
団
体
と
の
懇
談

　

２
月
７
日
は
明
る
い
会
と

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
が

「
住
民
投
票
許
す
な
２
・
７

決
起
集
会
」
を
大
阪
市
内
で

開
催
し
ま
し
た
。
中
山
徹
奈

２度目の
住民投票を

許さない！

　大阪春闘共闘委員会と大阪労連は、2018年国
民春闘を大幅賃上げと雇用の安定、中小企業支
援の拡充で景気回復という切実な職場要求の実
現と共に、①安倍９条改憲発動をさせない、②
安倍「働かせ方改革」、③「大阪都構想・住民
投票」を許さず、共同の力で阻止・断念させる
たたかいを職場、地域からすすめています。 

　

橋
下
徹
前
代
表
が
「
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」
と
公
言

し
、
32
億
の
税
金
を
投
入
し
た
大
阪
市
を
解
体
す
る

『
都
構
想
』
は
、
２
０
１
５
年
５
月
の
住
民
投
票
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
維
新
の
会
は
住
民
投
票
の

結
果
を
無
視
し
、
再
び
大
阪
市
を
解
体
す
る
『
都
構

想
』
を
強
引
に
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

良
女
子
大
教
授
の
講
演
で

は
、「
で
た
ら
め
な
『
都
構

想
』
と
大
義
の
な
い
住
民
投

票
の
内
容
を
伝
え
住
民
投
票

を
さ
せ
な
い
世
論
を
つ
く
ろ

（写真上）都構想許すなとデモ行進＝
2月7日、（写真下）大阪市なくすなと
宣伝＝2月12日

ヒバクシャ国際署名推進大阪連絡会
「講演と交流のつどい」
　4月16日（月）18:30　エルおおさか南館ホール

歴史に学び、歴史をつくる
第16回役員セミナー
　4月28日（土）～29日（日）　神戸・フルーツフラワーパーク

松井知事や吉村市長は
税金のムダづかいをやめろ！

き
な
い
特
別
区
設
置
を
許
さ

な
い
た
め
に
『
都
構
想
』
を

否
決
さ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
、
大
阪
労
連
は

大
阪
市
地
区
協
の
呼
び
か
け

に
応
え
、
大
阪
市
内
で
宣
伝

行
動
を
行
ま
し
た
。「
税
金

の
無
駄
使
い
の
住
民
投
票
Ｎ

Ｏ
」「
大
阪
市
を
な
く
す

『
都
構
想
』
反
対
」
と
書
か

れ
た
プ
ラ
ス
タ
ー
を
掲
げ
、

「
変
え
る
べ
き
は
統
治
機
構

で
は
な
く
、
政
治
の
中
身
。

税
金
の
無
駄
使

い
の
住
民
投
票

に
Ｎ
Ｏ
の
声
を

上
げ
て
い
こ

う
。
カ
ジ
ノ
万

博
や
大
規
模
開

発
で
な
く
、
住

民
の
暮
ら
し
を

守
る
大
阪
市
政

に
転
換
し
よ

う
」
と
街
頭
で

訴
え
ま
し
た
。

う
、
仮
に
住
民
投
票
と

な
っ
て
も
、
後
戻
り
で

で
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
の

賃
金
底
上
げ
・
雇
用
の
安
定

・
中
小
企
業
支
援
で
大
阪
経

済
を
活
性
さ
せ
る
私
た
ち
の

運
動
に
共
感
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
阪

府
知
事
・
大
阪
市
長
に
対
し

て
再
び
「
大
阪
市
住
民
投

票
」
を
行
わ
な
い
よ
う
に
求

め
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
2
月
に
入
り
、

賃
金
底
上
げ
に
向
け
た
最
賃

ス
タ
ー
ト
学
習
会
（
２
月
２

日
）、労
働
法
制
改
悪
許
す
な

と
春
闘
学
習
決
起
集
会
（
２

月
14
日
）
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
各
産
別
組
織

で
は
決
起
集
会
や
ス
ト
批
准

投
票
な
ど
が
取
り
組
ま
れ
、

地
域
で
は
、
各
地
区
協
を
中

心
に
自
治
体
や
商
工
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の

懇
談
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
春
闘
で
、
安
倍
暴
走

政
権
と
維
新
型
強
権
政
治
の

も
と
で
、
広
が
る
格
差
と
貧

困
や
権
利
侵
害
の
中

で
、
す
べ
て
の
賃
金
底

上
げ
と
雇
用
の
安
定
、

中
小
企
業
支
援
の
抜
本

的
拡
充
め
ざ
し
て
、
職

場
か
ら
、
地
域
か
ら
た

た
か
い
を
す
す
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
運
動
を
大
き
く
し

て
い
く
た
め
に
も
、、

組
織
拡
大
・
強
化
の
新

た
な
前
進
を
切
り
拓
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

から要求実現に全力を！職場 地域

賃
金
底
上
げ
で
大
阪
経
済
の
活
性
化


